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§第１回中央区多職種連携交流会§
～中央区病院と在宅支援者の交流会～

研 修 報 告

テーマ：病院と在宅 お互いを知ることからつながる関係をつくろう

中央区の医療・介護専門職の連携促進を目的とした交流会を令和4年

7月14日（木）14時～１5時30分に神戸市医師会館4階大ホールで開催しま

した。病院から14名、在宅から20名の参加があり、病院、在宅それぞれか

らの情報提供のあと、意見交換を行いました。
参加後のアンケートでは、「病院の状況について理解でき、最新の情報
を知ることができたため、今後の業務に活用していきたい」「ケアマネジャー
やあんしんすこやかセンターの役割や困りごとがわかった」等、相互理解

各区サポートセンターの紹介やお知らせ、

研修案内、活動報告等をご覧いただけま

すぜひ、ご活用ください

サポートセンターホームページのご案内

テーマ：地域でつながるよりよい医療連携をめざして

令和4年7月21日（木）17時30分～19時にオンライン（Zoom）で開催しまし

た。医療機関から19名、訪問看護ステーションから15名の参加がありました。

神戸訪問看護ステーション所長 在宅看護専門看護師 二宮園美氏に

「訪問看護とつながりたい」と題して地域包括ケアシステムについて、中央

区の現状、訪問看護ステーションや訪問看護師について、ミ二講義をして

医療介護サポートセンターでは、医療・介護等の専門職を対象とした在宅医療・介護に関する研修会を開催して

います。 また、今後も 新型コロナウイルスの感染状況等を鑑みながら、会場やオンラインでの交流会の開催を

検討していきたいと思います。研修会や交流会での気づきや学びを今後の実践に活かしていただけたら幸いです。

§第９回中央区在宅医療介護連携研修会§

テーマ：住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるように
～支援者が知っておきたい制度～成年後見制度や死後事務等を学ぶ～

中央区医療介護サポートセンター便りは
年４回（４月７月１０月１月）の発行です

令和4年9月15日（木）14時～15時30分にオンライン（Zoom）で開催、参加者は23名。

くすのき法律事務所 弁護士 平野晃子氏に一人暮らしで身寄りがない高齢者の

事例をもとに成年後見制度、死後事務委任契約等についてご講演いただきました。

参加者アンケートで 「一人暮らしで身寄りがない方の支援で困ったことがある」と

回答された方が多く、成年後見制度等を活用したことがある方もおられました。

https://kobe-iks.net/

§第２回中央区多職種連携交流会
～中央区医療機関病棟・地域医療連携部門担当者と

訪問看護師の交流会～

いただきました。その後、 Zoomのブレイクアウトルーム機能を利用してグループに分かれ、自己紹介等のアピー

ル、他機関に聞きたいこと等自由に情報交換を行いました。

参加者からは「同じような悩みを持っていることがわかりました」「これからも連絡を密に行い、地域で利用者様

を支えられるようにしていきたい」「挨拶に出向く機会を増やし、交流していきたい」「このような機会があれば積極

的に参加したい」「定期的な交流会があればいいなと感じた」等のご意見をいただきました。

「事例や実際の対応事案を交えてお話を聞けたので、整理ができました」 「後見人だけでないことがわかったの

で、必要と思われる方にはお話をしてみたい」「今回の学びを事業所内で共有し、定期的に制度についての勉学

を行い、支援者への説明に生かしていきたい」等のご感想をいただきました。

の機会となったとの回答が多くありまし
た。コロナ禍になり、久しぶりの会場開催
でしたが、「相手の方と表情を見ながらお
話できる機会が久々で、とても楽しくやり
取りができた」「一度、お会いしていると連
絡しやすくなるのでよかった」「今後も交
流会があれば参加したい」等のご感想を
いただきました。



編集後記：食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋・・・秋はいろいろなものを楽しめる絶好の季節ですね。秋を楽しみましょう！

第10回中央区在宅医療介護連携研修会
日 時：令和4年11月24日（木）14時～15時30分

場 所：オンライン（Zoom）

テーマ：認知症の人の意思決定支援について

講 師：兵庫県看護協会 認知症看護認定看護師 西田 珠貴 氏

神戸市消防局で、急病やケガで救急車を呼んだ際
に救急隊や搬送された医療機関に対して、搬送者の
持病や緊急連絡先を伝える情報ツールとして「安心
シート」「安心カード」を作成しています。

利用者等のもしもに備えて「安心シート」「安心カー
ド」を活用されている方もおられると思います。

搬送者の迅速な本人確認、緊急連絡先、医療情報、
介護情報等の把握は、本人の安全・安心につながり
ます。また、中央区は一人暮らしの高齢者や高齢者
のみの世帯が多い地域であり、「安心シート」「安心
カード」を活用することで、入院時の病院・在宅のス
ムーズな連携を図ることにつながります。

案内ができましたら、皆様へ

広報させていただきます

研修会のお知らせ

令和4年度中央区医師会・神戸市ケアマネジャー連絡会中央区合同勉強会
中央区医師会・中央区医療介護サポートセンター・神戸市ケアマネジャー連絡会（中央区）の共催で開催します

日 時：令和4年11月10日（木）14時～15時30分 場 所：神戸市医師会館4階大ホール

テーマ：新型コロナウイルスの現状について

講 師：神戸マリナーズ厚生会病院 院長 榎本 勝彦 先生

野澤内科循環器科 院長 野澤 真人 先生

もしものときに備えて、安心シート、安心カードを活用しましょう

神戸市消防局：もしものときの安心シート（救急医療情報シート）

神戸市消防局：安心カード

「安心カード」は、いつも身につけておくことが大切であるため、利用者と相談
して、財布や外出用のカバンに入れておく等を決めて、持ち歩くことをすすめま
しょう。安心カードと一緒に保険証、かかりつけ医療機関の診察券やお薬手帳の
携帯もすすめましょう。

※「安心シート」「安心カード」は神戸市消防局のホームページからダウンロードできます

急な病気やケガ

で迷ったら、

#７１１９
ご利用ください

救急安心センターこうべのちらし


